
2．4．4 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究真の受領に閲し、企業名、金額及び  

受取人に関する情報の公表の取扱いについて、該当するものに「リ」をつけてください。（単一回  

答）  

□ 1．学部内（学内）・学外問わず全て（「企業名、金額及び受取人」のことを指す。以下2．4．4にお  

いて同じ。）公表している  

□ 2．学部内（学内）のみ全て公表しているが、情報公開請求があれば全て公表する  

口 3．学部内（学内）・学外とも全ては公表していないが、情報公開請求があれば全て公表する  

ロ 4．情報公開請求があっても全ては公表していない  

□学部内外問わず全て公表  

日学部内のみ全て公表／公開請求があれば全て公表  

辺学部内外とも全ては公表していない／公開請求があれば全て公表  
田情報公開請求があっても全ては公表しない  
ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

＿」＿Ⅷ＿＿⊥＿＿」 
私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．4．5 抑こチェックをされた方のみ†こおイ司し＼します   

企業名、金額及び受取人に関する情報の学部内（学内）への公表の方法について、該当するものに「γ」  

をつけてください。（複数回答可）  

□ 1．学内で書類の閲覧が可能  

□ 2．学内掲示版等に書面で掲示  

□ 3．学内で書類を回覧  

□ 4．学内イントラネット、学内ページ（パスワード管理など）で学内向けに公表  

□ 5．学内の会議で周知  

□ 6，広報文書、広報誌で周知  

ロ 7．インターネットで学内外に公表  

0  1  2  

学内で書類の閲覧が可能  

学内掲示板等に書面で掲示  

学内で書類を回覧  

学内ページで学内向けに公表  

学内の会議で周知  

広報文書、広報誌で周知  

インターネットで学内外に公表  

回答なし  

42   



2．4．7 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究費の受領に関し、拠出側情報（企業名お  

よび各企業からの金額）の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「γ」をつけてくだ  

さい。（単一回答）  

□ 1．企業名および各企業からの金額を全て公開している  

□ 2．原則として公開するが、少額の場合など、一部省略する場合がある  

口 3．企業名を匿名化して企業毎の金醸を公開している  

□ 4．総額のみを公表している  

□ 5．企業名を示すが、企業毎の金額は公開していない  

□ 6．企業名、金額ともに公開していない  

日原則公開／一部省略する場合がある  

日総額のみを公表  

田企業名、金額とも非公開  

□企業名、金額全て公開  

田企業名を匿名化して金額を公開  

田企業名を示すが、個別金額は非公開  

□回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

・  国公立薬学部（n＝5）  

0 私立薬学部（n＝8）  
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2．4，8 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究費の受領に関し、受け取り側情報（講座  

名、研究者名）の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「γ」をつけてください。（単  

一回答）  

□ 1．研究者名及び受領内容を全て公開している  

□ 2＿ 原則として公開するが、少額の場合など、一部省略する場合がある  

□ 3．研究者名を匿名化して受領内容を公開している  

□ 4．講座等の単位のみで公開し、研究者毎の情報は公開していない  

□ 5＿ 公開していない  

□研究者名、受領内容を全て公開  日原則公開／一一部省略する場合がある  

日研究者名を匿名化して公開  日講座等単位のみで公開  

日公開していない  ロ回答なし  

回巨∃辞晦仁  全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

軽傷一 
私立医学部（n＝9）  

二うー …lll 国公立薬学部（n＝5）  

払0 私立薬学部（n＝8）  



2．4．9 製薬企業からの研究費を伴う研究生等受入れ時の研究費の受領に際して、光熱水料などの間接  

経費を組織（大学、学部）へ割り当てるとする規程はありますか。（単一回答）  

□ 1．規程で明文化し、間接経責を徴収している  

ロ 2．明文化した規程はないが、間接経責を徴収している  

ロ 3．間接経費を徴収していない  

明 文規程はないが徴収している  臼規程で明文化し徴収  巨   

田間接経費を徴収していない  □回答なし  

36. 4 全  体（n＝33）  

卜  国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

・  私立薬学部（n＝8）   
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2．4．10 製薬企業からの研究責を伴う研究生等受入れ時の研究費の受領に際して、光熱水料などの間  

接経責の割り当て率（金額により異なる場合は最も多いもの）をお答え下さい。（1％以下は切り上げ）  

（単一回答）  

□ 1．0％（間接経責無し）  

［コ 2．1～10％  

□ 3．11・〉20％  

［コ 4．21■〉30％  

［コ 5．31～40％  

［コ 6．41～50％  

□ 7．51％以上  

□0％  日1～10％  国11～20％ ロ21～30％ 田31～40％ 匂41～50％  

■51％以上 □回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（】1＝8）  
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（5）研究費を伴わない研究生等受入れについて  

2．5．1製薬企業からの研究費を伴わない研究生等受入れに係る規程の有無について、該当するものに  

「リ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．規程あり  

□ 2．規程なし  

臼規程あり  田規程なし  ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．5．2 製薬企業からの研究責を伴わない研究生等受入れに関し、個別の事例毎に企業名、研究生人数  

及び受入先講座が対応づけられる形で書類上管理されているか否かについて、該当するものに「リ」  

をつけてください．。（単一回答）  

□1．個別事例毎に企業名、研究生人数及び受入先講座が対応できる形で管理されている  

□ 2．管理されていない  

□個別事例ごとに管理されている 日管理されていない ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．5．3 製薬企業からの研究貴を伴わない研究生等受入れに関し、企業名、研究生人数及び受入先講座  

に関する情報の公表の取扱いについて、該当するものに「γ」をつけてください。（単一回答）  

□1．学部内（学内）・学外問わず全て（「企業名、研究生人数及び受入先講座」のことを指す。以下2．5．3  

において同じ。」公表している  

□ 2．学部内（学内）のみ全て公表しているが、情報公開請求があれば全て公表する  

□ 3．学部内（学内）・学外とも全ては公表していないが、情報公開請求があれば全て公表する  

ロ 4．情報公開請求があっても全ては公表していない  

外問わず全て公表  
日学部内のみ全て公表／公開請求があれば全て公表  
日学部内外とも全ては公表していない／公開請求があれば全て公表  
田情報公開請求があっても全ては公表しない  
ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．5．4 2．5．3で1．又は2．にチェックをされた方のみにお伺いします  

企業名、研究生人数及び受入先講座名に関する情報の学部内（学内）への公表の方法について、該当  

するものに「zノ」をつけてください。（複数回答可）  

口 1．学内で書類の閲覧が可能  

□ 2．学内掲示版等に書面で掲示  

口 3．学内で書類を回覧  

□ 4＿ 学内イントラネット、学内ページ（パスワード管理など）で学内向けに公表  

□ 5．学内の会議で周知  

□ 6＿ 広報文書、広報誌で周知  

□ 7．インターネットで学内外に公表  

0  1  2  3  4  

学内で書類の閲覧が可能  

学内掲示板等に書面で掲示  

学内で書類を回覧  

学内ページで学内向けに公表  

学内の会議で周知  

広報文書、広報誌で周知  

インターネットで学内外に公表  

回答なし  
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2．5．6 製薬企業からの研究費を伴わない研究生等受入れに関し、拠出側情報（企業名および研究生名）  

の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「1／」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．企業名および研究生人数を全て公開している  

□ 2．企業名のみを公開している  

□ 3．研究生人数のみを公開している  

□ 4．企業名、研究生人数ともに公開していない  

口企業名、研究生人数を全て公開  日企業名のみ公開  

日研究生人数のみ公開  日企業名、研究生人数とも非公開  

□回答なし  

購J 全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

私立医学部（n＝9）  

国公立薬学部（n＝5）  

私立薬学部（n＝8）  
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2．5．7 製薬企業からの研究費を伴わない研究生等受入れ時に関し、受け取り側情報（受入先講座名）  

の情報公開請求時の公開方法について、該当するものに「ヱノ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．公開している  

ロ 2＿ 公開していない  

ロ公開している  田公開していない  口回答なし  

⊥＿二二二二 ー 

＿ 

全  体（n＝33）  

国公立医学部（n＝11）  

二二「二 私立医学部 （n＝9）  

国公立薬学部（「．＝5）  

二  私立薬学部（n＝8）  
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Ⅱ－3．組織的利益相反にかかる各種バイアスを防ぐための手法  

このアンケートでは「寄附金等」は、「寄附金（不動産、動産、奨学寄附金を含む）、  

治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金」を指します。  

「組織的利益相反」とは、組織（学部、大学）に対して寄附等がなされた場合、ある  

いは、そこに所属する他の研究者が寄附等を受けた場合に、研究者が直接又は間接的  

に利益を受けたと感じ、各種判断にバイアスを生じうる状態を指します。  

3．1．1製薬企業から寄附金等を受けた場合の「組織的利益相反」による各種判断へのバイアスを防ぐ  

ための手法として、該当するものに「1／」をつけてください。（単一回答）  

口 1．規程等により、判断にバイアスを生じないよう周知  

口 2．明文化した規程はないが、判断にバイアスを生じないよう周知  

ロ 3．特に対応していない  

口規程等により周知  日明文規程なし／生じないよう周知  
臼特に対応していない  ロ回答なし  

全  体（n＝33）  

二‥   国公立医学部（n＝11）  

＋≠ 私立医学部（n＝9）  

≠吸済男親  国公立薬学部（n＝5）  

‥ 私立薬学部（n＝8）  
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Ⅱ．教授  
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調査の概要  

1．調査の目的  

現状の把握のため、寄付金・契約金等の会計処理方法を含めた実態の把握及び組織に対する利   

益相反への考え方について、全国の医学・薬学部（研究科）に所属する教授に対して、別添の   

アンケート調査を実施したもの。  

2．調査項目  

① 大学に関する基本情報  

② 奨学寄附金、研究契約金の受領に関する事項について  

③ 学部内関係者、大学等への寄附金等の受領に関する認知の有無  

④ 学部内関係者、大学等への大学関係者の寄附金等の各種判断へのバイアスの有無に関す  

る考え方  

⑤ 寄附金等およびコンサルタント料等の個人的な報酬について  

3．調査対象  

学部調査対象43大学の教授各5名の計215名。抽出にあたっては、当該調査に関係が深い  

と思われる臨床系講座の教∃受を対象とした。  

4．調査時期  

2008年8月26日～9月16日  

5．調査方法  

調査票（自記式／無記名）を用いた郵送調査  

6．回収結果   

112通（有効回答率52．1％）  
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Ⅱ－1．大学に関する基本情報  

御所属の大学、学部についてお尋ねします。   

（1）所属の学部  

1．1御所属の学部について、該当するものに「レ」を付けてください。（単一回答）  

□ 1．医学部（研究科）  

□ 2．薬学部（研究科）  

日医学部田楽学部  

（2）所属の大学の種類  

1．2 御所属の大学の種類について、該当するもの1つに「γ」を付けてください。（単一回答）  

□ 1．国立大学法人  

□ 2．公立大学又は公立大学法人  

□ 3．学校法人（私立大学）  

□国立大学法人田公立大学又は公立大学法人国学校法人  
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Ⅱ－2．寄附金と研究契約金の受領に関する事項について  

（1）奨学寄附金について  

2．1．1製薬企業からの奨学寄附金の経理方法（機関経理か否か）について、該当するものに「リ」を  

つけてください。（単一回答）  

□ 1．全て機関経理である  

□ 2．原則機関経理であるが、一部例外がある  

□ 3．機関経理とそれ以外（直接個人の口座に入金）が併存している  

□ 4．機関経理は行っていない  

巳全て機関経理  日原則機関経理  一部例外  

臼機関経理とそれ以外が併存  囚機関経理は行っていない  
□回答なし  

全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

】1  国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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2．1．2 製薬企業からの奨学寄附金の使途の管理方法に係る規程の有無について、該当するものに「γ」て 

をつけてください‘）（単一回答）  

ロ 1．規程あり  

□ 2．規程なし  

口規程あり  四規程なし  □回答なし  

全  体 （n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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（2）奨学寄附金以外の企業からの資金について  

2．2．1製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の経理方法（機関経理か否か）について、該当するもの  

に「リ」をつけてください。（単一回答）  

ロ 1．全て機関経理である  

□ 2．原則機関経理であるが、一部例外がある  

口 3．機関経理とそれ以外（直接個人の口座に入金）が併存している  

□ 4．機関経矧ま行っていない  

□全て機関経理  日原則機関経理（一部例外  

四機関経理とそれ以外が併存  臼機関経理は行っていない  
□回答なし  

全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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2・2・2 製薬企業からの奨学寄附金以外の資金の使途の管理方法に係る規程の有無について、該当する  

ものに「リ」をつけてください。（単一回答）  

□ 1．規程あリ  

ロ 2＿ 規程なし  

ロ規程あり  田規程なし  □回答なし  

、、‾l‥ 

－－   全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n二26）  
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Ⅱ－3．学部内関係者の寄附金等の受領に関する認知の有無  

このアンケートでは「寄附金等」は、「寄附金（不動産、動産、奨学寄附金を含む）、  

治験や共同研究・受託研究に係る研究契約金」を指します。  

「奨学寄附金」は、「製薬企業から教育研究の奨励を目的として大学等に寄附される  

もの」を指します。  

3．1．1貴講座内の関係者（准教授・助教など）の奨学寄附金（製薬企業から教育研究の奨励を目的と  

して大学等に寄附されるもの）の受領に関して、把握していますか。該当するものに「z／」をつけて  

ください。（単一回答）  

ロ 1．全て把握している  

ロ 2．概ね把握している．  

□ 3．一部把握している  

□ 4．把握していない  

ロ全て把握 日概ね把握 臼一部把握 伍把握していない □回答なし  

全  体（n＝112）  

国公立医学部（n＝39）  

私立医学部（n＝29）  

国公立薬学部（n＝18）  

私立薬学部（n＝26）  
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